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〔
告

示
〕

〇
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
の
適
用

を
受
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
看
護
師
等
の

出
入
国
管
理
上
の
取
扱
い
に
関
す
る
指
針

の
特
例
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件
（
法
務
一
二
〇
）

〇
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
共
和
国
と
の
間
の
協
定
の
適
用
を

受
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
看
護
師
等
の
出
入

国
管
理
上
の
取
扱
い
に
関
す
る
指
針
の
特

例
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
二
一
）

〇
平
成
二
十
四
年
四
月
十
八
日
に
ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
で
交
換
が

完
了
し
た
看
護
師
及
び
介
護
福
祉
士
の
入

国
及
び
一
時
的
な
滞
在
に
関
す
る
書
簡
の

適
用
を
受
け
る
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護
師
等
の

出
入
国
管
理
上
の
取
扱
い
に
関
す
る
指
針

の
特
例
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件
（
同
一
二
二
）

〇
強
制
執
行
、
仮
差
押
え
及
び
仮
処
分
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
海
外
の
美
術
品
等
を

指
定
す
る
件
（
文
部
科
学
四
八
）

〇
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
及
び
特

掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示
（
厚
生
労
働
一
九
二
）

〇
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
同
一
九
三
）

〇
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基

準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲

示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
九
四
）

〇
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟

に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算

定
方
法
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
同
一
九
五
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

参
議
院
共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
、
税

理
士
証
票
無
効
・
登
録
抹
消
、
日
本
弁
護

士
連
合
会
懲
戒
処
分
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
取
上
げ
処
分
、
行
旅
死

亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告


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